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今
年
の
お
盆
休
み
も
例
年
の
ご
と
く
、
高
速
道
路
等

で
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
や
Ｕ
タ
ー
ン
ラ
ッ
シ
ュ
の
大
渋
滞
が

巻
き
起
こ
り
ま
し
た
▼
で
は
、
何
故
こ
の
時
期
に
大
渋

滞
が
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
お
盆
に
は
遠

い
先
祖
の
魂
が
生
家
に
お
帰
り
に
な
る
の
で
、
一
族
全

員
で
お
迎
え
す
る
為
、
皆
里
帰
り
を
し
た
か
ら
な
の
で

す
▼
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
人
の
お
盆
の
過
ご
し
方
を

ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、
観
光
旅
行
等
自
己
の
娯
楽
的
要
素

が
強
く
、
本
来
の
目
的
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
に

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
▼
日
本
人
は
古
く
よ
り
祖
先
崇
拝

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
の
自
分
が
あ
り
幸
せ
な

生
活
が
で
き
る
の
は
、
両
親
・
祖
父
母
の
努
力
だ
け
で

な
く
、
遠
い
ご
祖
先
様
の
お
陰
の
賜
物
と
自
覚
し
、
感

謝
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
そ
の
思
い
を
神
棚
や

祖
先
に
手
を
合
わ
せ
る
事
で
、
子
や
孫
に
伝
え
て
参
り

ま
し
た
▼
現
在
は
と
い
う
と
、
核
家
族
化
が
進
み
徐
々

に
神
棚
や
先
祖
を
祀
ら
な
く
な
り
、
お
参
り
の
仕
方
や

作
法
を
教
わ
る
機
会
も
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
と

思
わ
れ
ま
す
▼
先
日
、
と
あ
る
報
道
番
組
で
、
被
災
地

の
方
が
お
墓
参
り
を
す
る
姿
が
放
映
さ
れ
、｢

幸
い
お

墓
の
損
傷
が
少
な
く
、
家
族
揃
っ
て
ご
先
祖
様
に
お
参

り
が
出
来
る
事
に
、
た
だ
た
だ
安
堵
の
思
い
で
胸
が
一

杯
で
す
。｣

と
語
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
に
こ
そ
本
来
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
〈

あ
る
べ
き
姿
〉
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す

▼
い
つ
ま
で
も
祖
先
を
敬
う
心
を
持
ち
、
大
切
に
想
う

心
を
子
供
達
に
養
わ
せ
、
未
来
永
劫
断
絶
す
る
こ
と
無

く
、
日
々
身
を
正
し
て
生
活
し
て
参
り
た
い
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。
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終
戦
記
念
日
で
あ
る
八
月
十

五
日
、
護
国
の
英
霊
の
御
霊
を

お
慰
め
し
、
世
界
平
和
と
繁
栄

を
願
う

｢

相
模
薪
能｣
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
併
せ
て
、
東
日
本
大

震
災
に
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た
多

く
の
方
々
の
ご
冥
福
と
被
災
地

の
早
期
復
興
が
祈
願
さ
れ
、
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
御
神

威
が
籠
め
ら
れ
た
鈴
の
音
が
遠

く
被
災
地
に
鳴
り
響
く
よ
う
、

浪
速
神
楽

｢

鈴
扇
の
舞｣

が
奉

奏
さ
れ
、
被
災
地
が
復
興
す
る

ま
で
ず
っ
と
応
援
す
る
姿
を
伝

え
よ
う
と

｢

と
ど
け
鈴
の
音｣

｢

ガ
ン
バ
レ！
東
北｣

と
記
さ

れ
た
横
断
幕
が
会
場
に
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奉
行
に
よ
る
開
会

宣
言

｢

僉
議｣

に
よ
り
演
能
に

入
り
ま
し
た
。

尚
、
本
年
は
奉
行
に
寒
川
町

長
、
山
上
貞
夫
氏
、
副
奉
行
に

寒
川
町
商
工
会
会
長
、
村
松
正

喜
氏
、
茅
ヶ
崎
商
工
会
議
所
会

頭
、
田
中
賢
三
氏
に
御
奉
仕
頂

き
ま
し
た
。

演
能
は
、
観
世
流
能

｢

巴｣

を
観
世
喜
正
・
殿
田
謙
吉
各
氏

等
、
和
泉
流
狂
言

｢

樋
の
酒｣

を
野
村
萬
斎
氏
等
、
観
世
流
能

｢

舎
利｣

を
中
森
貫
太
・
中
森

慈
元
・
殿
田
謙
吉
各
氏
等
に
よ

り
演
ぜ
ら
れ
、
約
千
五
百
余
名

の
観
衆
は
喧
騒
を
離
れ
、
幽
玄

な
能
・
狂
言
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 観世流 能 ｢巴｣

▲ 和泉流 狂言 ｢樋の酒｣

▲ 観世流 能 ｢舎利｣▲ お頒けした団扇

け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
相
模
薪
能
で
は
震
災

復
興
祈
願
に
併
せ
、
被
災
神
社

を
直
接
支
援
す
る
義
捐
金
募
金

活
動
も
行
わ
れ
、
ご
鑑
賞
頂
い

た
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

お
印
と
し
て
相
模
薪
能
の
団
扇

を
お
頒
け
致
し
ま
し
た
。

頂
き
ま
し
た
お
気
持
ち
は
、

地
盤
沈
下
に
よ
り
港
が
使
用
不

能
と
な
り
、
唯
一
の
参
拝
手
段

で
あ
る
船
が
接
岸
出
来
ず
、
復

興
の
目
処
さ
え
立
て
ら
れ
な
い

金
華
山
黄
金
山
神
社
へ
直
接
届
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が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
平
和
の
塔

｢

和

光｣

は
戦
後
二
十
年
の

節
目
で
あ
っ
た
昭
和
四

十
年
、
永
遠
な
る
平
和

を
誓
い
、
宮
山
住
民
の

総
意
に
よ
り
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
切
な

る
平
和
へ
の
願
い
を
後

世
に
伝
え
る
べ
く
、
毎

年
八
月
十
五
日
に
執
行

致
し
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
御
参
列
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

終
戦
の
日
で
あ
る
八
月

十
五
日
、
末
社
宮
山
神
社

の
境
内
に
移
設
さ
れ
ま
し

た
平
和
の
塔

｢

和
光｣

の

前
に
て
、
二
回
目
と
な
る

平
和
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
責
任
役
員
、

正
副
総
代
長
、
宮
山
自
治

会
役
員
を
始
め
、
地
元
の

方
々
参
列
の
も
と
、
戦
没

者
に
慰
霊
の
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
世
界
の
恒
久
平
和

こ
の
度
、
寒
川
神
社
で
は
、

ご
参
拝
さ
れ
る
皆
様
方
に
お
授

け
し
て
お
り
ま
す
、
御
神
札
や

お
守
り
を
、
返
納
い
た
だ
く
の

に
相
応
し

い
納
札
殿

を
、
社
務

所
南
側
、

南
門
付
近

に
、
新
た

に
建
立
す

る
事
と
な

り
、
去
る

七
月
三
十

日
、
納
札
殿
新
築
工
事
地
鎮
祭

が
執
り
行
わ
れ
、
工
事
の
無
事

安
全
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。
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商
工
祈
願
祭
並
献
灯
奉
告
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○
例
祭
前
日
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流
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事
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寒
川
神
社
御
祖
講
の
方
々
の
先
祖
の

御
霊
を
お
祀
り
す
る
御
祖
神
社
の
例
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。
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明
治
初
期
に
、
当
神
社
の
神
職
・

社
僧
で
あ
っ
た
方
々
を
神
式
と
仏
式

の
両
方
で
祀
る
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
ま
す
。
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宮
山
町
内
の
氏
神
様
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
お
り
ま
す
宮
山
神
社
の
例
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

完成予想図

八
月
九
日
・
十
日
の
両
日
に

亘
り
、
千
家
古
流
の
先
生
を
お

招
き
し
、
巫
女
華
道
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
巫
女
は
例
祭
に
花
を

生
け
、
神
様
に
手
向
け
る
の
で

す
が
、
そ
の
知
識
・
技
術
は
こ

の
研
修
会
に
て
習
得
致
し
ま
す
。

先
生
か
ら
教
え
て
頂
く
時
間

は
と
て
も
貴
重
で
す
。少
し
で

も
技
術
を
高
め
よ
う
と
、全
員

真
剣
に
取
り
く
み
ま
し
た
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(完成予想図)
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

五
十
万
円

中
島

捷
介

東
京
都
新
宿
区

二
十
五
万
円

東
映
通
信
工
業
㈱

東
京
都
新
宿
区

〃

東
映
無
線
㈱

東
京
都
千
代
田
区

十
万
円

㈱
北
岡
本
店

奈
良
県
吉
野
郡

〃

㈱
中
島
鉄
工
所

寒
川
町
一
之
宮

〃

㈲
飯
田
材
木
店

寒
川
町
小
動

五
万
円

㈱
ケ
イ
ワ
イ
ジ
ー

静
岡
県
浜
松
市

〃

㈱
ケ
イ
ベ
ッ
ク
ス

静
岡
県
浜
松
市

三
万
円

金
子

幸
一

寒
川
町
宮
山

二
万
円

義
澤

久
枝

相
模
原
市
南
区

〃

峯
村

孝
親

東
京
都
立
川
市

〃

㈱
音
成

千
葉
県
船
橋
市

〃

高
橋

成
禎

東
京
都
文
京
区

一
万
円

金
井

稔

横
浜
市
南
区

〃

森

孝
雄

東
京
都
江
戸
川
区

〃

内
藏
成
陽
三

秦
野
市
千
村

〃

若
林

達
雄

藤
沢
市
立
石

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

須
藤

美
子

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区

〃

木
村

信
夫

東
京
都
渋
谷
区

一
万
円

横
井

公
樹

相
模
原
市
南
区

〃

李

達
夫

鎌
倉
市
台

〃

齋
藤

胤
雄

横
浜
市
戸
塚
区

〃

竹
本

和
司

秦
野
市
鶴
巻
南

〃

㈱
経
産

東
京
都
足
立
区

〃

平
塚
内
装

平
塚
市
横
内

〃

梶

真
弓

東
京
都
大
田
区

〃

工
藤

和
夫

東
京
都
大
田
区

〃

佐
々
木
芳
則

埼
玉
県
狭
山
市

〃

美
藤
ア
ヤ
湖

横
浜
市
戸
塚
区

〃

竹
内
美
代
子

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区

〃

堀
内

資
公

横
浜
市
都
筑
区

〃

柳
沢

竜
志

藤
沢
市
下
土
棚

〃

遠
山

和
男

東
京
都
杉
並
区

〃

馬
場

信
昭

秦
野
市
南
矢
名

〃

地
下

幸
子

東
京
都
立
川
市

〃

佐
藤

伸
義

藤
沢
市
藤
が
岡

〃

針
間

乾

横
浜
市
西
区

〃

小
曽
川
春
夫

埼
玉
県
越
谷
市

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

井
野
川
愛
美

横
浜
市
中
区

��������	
� ������������

����������
������		

����������	����

��
��������

����

�
�������������
������� !"#����

�
�

�
�

�
�

�
�

�������������	�
���

��������
その�����	
 『台湾』 『ハワイ』 『ヨーロッパ』

記念すべき第１回目の行き先は
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その������� !
宴席､ 会食などで参集殿をご利用の方に抽選
で 『参集殿会食』 『レストラン青葉』 『八福茶
屋』 での食事券“１万円又は５千円券”をプ
レゼント！

その�"#$%&'(
９月１日から24年６月30日までの宴席(食事)
ご利用の方に限り部屋料を半額サービスさせ
て頂きます

$%&'()*�+,-��.�/0123456
��7�8��&'9:;<=1>?@ABCDE8
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◆挙式セミナー
11：00～

◆奉告の儀
11：20～

◆模擬挙式
12：00～

◇各種相談コーナー
◇人力車乗車体験
※都合により催し内容が変更になる場合が
ございます｡ ご了承ください｡
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七
月
二
十
六
・
二
十
七
日
と

八
ヶ
岳
方
面
に
於
い
て
実
施
し

た
。武

田
神
社
の
正
式
参
拝
や
国

蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
間
近
に
観

察
し
た
り
、
宿
泊
先
の
八
ヶ
岳

少
年
自
然
の
家
で
は
、
冒
険
ハ

イ
ク
や
ナ
イ
ト
追
跡
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
。

翌
日
は
、
乗
馬
や
搾
乳
、
そ

ば
打
ち
体
験
と
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、

自
分
自
身
を
見
出
せ
た
二
日
間

と
な
っ
た
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

盛
り
だ
く
さ
ん
の
夏
行
事

少
年
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
、
夏
季
講
座
の
他
に
錬
成
会
や
お

泊
り
会
、
美
術
展
見
学
な
ど
た
く
さ
ん
の
行
事
が
行
わ
れ
、
様
々
な

体
験
を
通
じ
て
、
体
力
と
自
信
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
逞

し
く
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
	
�


�

八
月
十
七
・
十
八
日
、
少
年

館
に
於
い
て
お
泊
り
会
を
実
施

し
た
。

一
日
目
は
、
美
術
講
座
原
田

先
生
方
が
主
催
す
る

｢

横
浜
森

の
美
術
展｣

を
見
学
し
、
森
の

中
に
点
在
す
る
大
小
様
々
な
オ

ブ
ジ
ェ
を
見
て
回
っ
た
。
そ
の

夜
に
は
、
ゲ
ー
ム
や
花
火
を
し

て
少
年
館
に
宿
泊
。

二
日
目
は
早
朝
よ
り
、
隣
接

す
る
興
全
寺
さ
ん
の
本
堂
に
於

い
て
座
禅
を
行
い
身
を
引
き
締

め
た
後
、
朝
粥
を
食
べ
ご
住
職

よ
り
の
法
話
を
聞
い
た
り
清
掃

奉
仕
を
し
た
り
、
普
段
経
験
の

出
来
な
い
こ
と
を
体
験
し
た
。

八
月
上
旬
、
カ
ブ
、
ボ
ー
イ
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
各
隊
が
長
野
県
で

夏
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

ボ
ー
イ
隊
は
八
月
三
日
か
ら

七
日
に
か
け
大
町
市
中
山
高
原

キ
ャ
ン
プ
場
を
野
営
地
と
し
て

行
い
ま
し
た
。
期
間
中
は
姫
川

源
流
自
然
探
勝
地
や
居
谷
里
湿

原
の
探
索
、
標
高
二
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
八
方
池
へ
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
、
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
肌
で
体
感
。

一
方
、
日
本
最
大
級
の
水
力

発
電
の
黒
部
ダ
ム
や
発
電
の
仕

組
み
の
展
示
が
あ
る
大
町
エ
ネ

ル
ギ
ー
博
物
館
を
見
学
、
電
力

不
足
の
懸
念
か
ら
節
電
中
の
今

日
、
電
気
の
大
切
さ
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。
そ
の
他
、
そ
ば

打
ち
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

五
日
間
寝
食
と
行
動
を
共
に

し
、
ス
カ
ウ
ト
同
士
の
信
頼
と

結
束
が
よ
り
高
ま
り
、
充
実
し

た
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 黒部ダムより立山方面

▲ 中山高原キャンプ場にて

�
	

�
�



�

�

夏
季
キ
ャ
ン
プ
実
施

��
�

八
月
十
二
日
よ
り
十
八
日
ま

で
の
七
日
間
に
亘
り
、
國
學
院

大
學
・
皇
學
館
大
学
の
学
生
八

名
が
当
神
社
に
て
神
社
実
習
を

�
�
�

�
�
�
�
�
	


�
�

行
い
ま
し
た
。

実
習
は
、
社
頭
で
の
実
務
・

薪
能
奉
仕
・
禊
行
事
等
の
神
務

実
習
の
他
、
施
設
見
学
・
青
少

年
育
成
活
動
等
、
多
岐
に
亘
り

行
わ
れ
、
各
実
習
生
は
将
来
目

指
す
神
職
と
し
て
の
心
構
え
を

体
得
し
よ
う
と
、
精
一
杯
実
習

に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。



�
�
�
�
�
�
�
�
�


�
�

寒
川
神
社
の
氏
子
、
宮
山
西

下
子
ど
も
会
に
よ
る
夏
休
み
子

供
ラ
ジ
オ
体
操
が
、
八
月
二
十
二

日
よ
り
五
日
間
に
亘
り
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

約
四
十
名
の
元
気
な
子
供
達

は
、
体
操
後
に
神
様
に
お
参
り

を
し
、
夏
休
み
の
思
い
出
を
奉

告
、
神
職
の

｢

宿
題
は
終
わ
っ

た
？｣

と
の
問
い
に

｢

こ
れ
か

ら
頑
張
る｣

と
、
ち
ょ
っ
と
体

裁
悪
そ
う
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲ 興全寺での座禅

��
�

���

▲ 武田神社にて
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看
護
師

桂
川
ゆ
か
り

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日

�
�
�

�



�




巫
女

菊
池
あ
ゆ
み

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

�

�
�
�
	




看
護
師

佐
藤
あ
ゆ
み

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

�



�
�




准
看
護
師

広
兼

絹
枝

規
則
に
よ
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日

移
が
少
数
で
肝
臓
な
ど
他
の
臓

器
に
転
移
が
な
け
れ
ば
60
％
近

い
確
率
で
根
治
が
期
待
で
き
ま

す
。
不
幸
に
し
て
多
数
の
リ
ン

パ
節
転
移
や
、
他
臓
器
へ
の
転

移
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
抗

が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
ま
た
は

こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
近
年
目
覚
し
く
治
療
成
績
が

向
上
し
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
長
々
と
述
べ
て
き

ま
し
た
が
、
食
道
が
ん
に
限
ら

ず
が
ん
治
療
の
基
本
は
早
期
発

見
で
す
。
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
治
療
も
身
体
に
負
担
の
少
な

い
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に

定
期
健
診
は
し
っ
か
り
と
受
け

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
道
が
ん
に
関
し
付
け

加
え
る
と
、
バ
リ
ウ
ム
検
査
で

も
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

の
で
、
食
事
に
際
し
て
胸
が
し

み
る
感
じ
や
つ
か
え
感
な
ど
を

自
覚
し
た
ら
早
め
に
受
診
し
胃

カ
メ
ラ
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

次
回
担
当
さ
せ
て
頂
い
た
と

き
に
は
、
食
道
の
良
性
疾
患
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

前
回
は
自
己
紹
介
に
引
き
続

き

｢

食
道｣

の
構
造
や
役
割
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
か
ら
食
道
の

病
気
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
は
悪
性
の

病
気
を
取
り
上
げ
ま
す
。

代
表
格
が
食
道
が
ん
で
す
。

｢

悪
性
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前

じ
ゃ
な
い
か｣

と
思
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
食
道

の
悪
性
疾
患
に
は
リ
ン
パ
腫
の

よ
う
な
病
気
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
食
道
が
ん
患
者

数
は
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り

も
多
く
５
倍
以
上
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
飲
酒
・
喫
煙

の
多
い
男
性
が
食
道
が
ん
に
な

り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
食
道
が
ん
自
体
が
消
化

器
の
が
ん
の
中
で
も
比
較
的
珍

し
い
も
の
で
あ
り
、
胃
が
ん
の

７
〜
８
分
の
１
位
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
が
ん
の
組
織
型

(

が

ん
細
胞
の
顔
つ
き)

は
日
本
で

は

｢

扁
平
上
皮
が
ん｣

が
圧
倒

的
に
多
く
、
こ
れ
は
前
述
し
た

重
層
扁
平
上
皮
組
織
が
が
ん
化

し
た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
欧

米
で
は

｢

腺
が
ん｣

と
い
っ
て

胃
が
ん
と
類
似
し
た
組
織
型
の

も
の
が
多
い
の
で
す

(

悪
性
度

は
ど
ち
ら
も
同
程
度
と
思
わ
れ

ま
す)
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
気
に
な
る

と
こ
ろ
は

｢

食
道
が
ん
は
治
る

の
か
？｣

と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
結
論
は

｢
他
の
が
ん

と
同
じ
く
比
較
的
早
い
時
期
で

見
つ
か
れ
ば
か
な
り
の
確
率
で

治
る｣

と
い
う
こ
と
で
す
。
以

前
は
死
亡
率
が
か
な
り
高
く
不

治
の
病
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
診
断
・

治
療
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
に

伴
い
早
期
が
ん
で
あ
れ
ば
手
術

で
70
〜
80
％
、
さ
ら
に
内
視
鏡

(

胃
カ
メ
ラ)

で
切
り
取
れ
る

く
ら
い
の
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ

100
％
に
近
い
確
率
で
根
治
で
き

ま
す
。
一
方
、
進
行
が
ん
と
い

わ
れ
る
も
の
で
も
リ
ン
パ
節
転

�
�
�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
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平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
〜
十
一
月
二
十
三
日

□�
�
�
�

寒
川
神
社
境
内

□	



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品
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�



白
黒･

カ
ラ
ー
…
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ
切(

ワ
イ
ド
可)
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一
人
五
点
以
内
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�

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

□�

宮
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金
賞･

銀
賞･

銅
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他
特
別
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多
数

□�
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�

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
三
日

□�
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平
成
二
十
二
年
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一
月
上
旬(
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賞
者
へ
直
接
通
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 � ９月９日(金)
午後６時～７時


�� 寒川総合体育館
３階会議室

� � �������������
～スポーツ医療のもつ

可能性～

� � 整形外科医長

橋本 吉登

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
��������	
��
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東
北
地
方
早
期
復
興
を
祈
願
し

開
催
さ
れ
た
、本
年
の
相
模
薪
能

十
五
夜
は
別
名

｢

芋
名
月｣

と
云
わ
れ
、
小
芋
が
多
く
つ
く

里
芋
を
、
豊
作
・
多
産
の
縁
起

物
と
し
て
よ
く
お
供
え
す
る
。

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
よ
う

豊
作
を
祈
ろ
う
。

(

尚)

夏
木
立
未
だ
聞
え
ぬ
蝉
の
声
猛
暑
に
鳴
く
を
た
め
ら
う
も
の
か

浜
田

寿
子

夢
託
し
幼
の
埋
め
し
び
わ
の
種
大
樹
と
な
り
て
皆
と
楽
し
む

山
口

幸
子

風
香
る
初
夏
の
鎌
倉
散
策
す
輝
く
緑
に
足
と
め
憩
う

山
根
喜
美
代

初
に
聴
く
寒
川
在
住
の
ド
ク
タ
ー
の
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
に
聴
衆
は
酔
う

安
藤

慧

六
月
の
ス
タ
ー
紫
陽
花
微
笑
み
て
し
と
し
と
雨
に
鮮
や
か
に
咲
く

川
島
惠
美
子

恋
鴉
病
窓
を
切
り
飛
び
来
た
り
謳
歌
一
瞬
は
ば
た
き
ゆ
き
ぬ

�
田
マ
ツ
子

早
朝
の
神
社
の
境
内
幸
い
の
り
青
き
匂
い
の
茅
の
輪
を
く
ぐ
る

天
利

春
枝

早
苗
田
に
補
植
す
る
女ひ
と

腰
反
ら
し
た
び
た
び
空
を
見
上
げ
て
お
り
ぬ

岡
元

芳
子

雪
消
水
う
す
水
色
に
流
れ
ゆ
く
岸
辺
の
芽
ぶ
き
い
ざ
な
い
な
が
ら

堀
江

照
子

し
っ
か
り
と
意
志
を
伝
え
て
七
ヶ
月
の
幼
は
大
き
く
口
あ
け
笑
う

宇
田
川
時
子

木
か
げ
下
に
涼
し
さ
見
つ
け
幸
せ
そ
う
親
猫
子
猫
の
の
ん
び
り
と
い
る

土
屋
ト
ミ
子

朝
も
や
の
静
か
な
田
圃
の
畦
道
を
稲
の
成
育
確
か
め
歩
む

三
留
と
く
子

紫
陽
花
の
花
弁
も
し
お
れ
る
水
無
月
の
異
常
な
猛
暑
に
不
安
の
つ
の
る

亀
山

文
子

眼
閉
じ
朝
の
大
気
を
思
ひ
き
り
胸
深
く
吸
ふ

緑
が
匂
ふ

杉
本

照
世

み
ち
の
く
の
風
は
駆
け
足
秋
立
ち
ぬ

飛
石

槿
花

遠
山
の
明
け
初
め
て
き
し
蓮
の
花

露
木
て
る
子

油
照
り
ざ
ぶ
ざ
ぶ
洗
う
昼
の
顔

金
子

つ
ぢ

白
粥
を
吹
け
ば
凹
み
ぬ
今
朝
の
秋

金
指

月
光

大
の
字
の
漢

お
と
こ

が
一
人
夏
座
敷

相
原

白
蕗

金
魚
鉢
ど
こ
か
ら
見
て
も
真
正
面

菅
沼
う
め
の

山
を
出
て
山
に
日
の
没
る
蕎
麦
の
花

芹
沢

徳
光

田
草
取
る
寒
川
様
に
尻
向
け
て

根
岸

君
子

青
蛙
青
き
如
雨
露
に
潜
み
を
り

四
ッ
車
梢
月

炎
天
へ
ゆ
る
り
と
発
ち
て
霊
柩
車

市
本

益
子

蜩
ひ
ぐ
ら
し

や
小
さ
き
旅
へ
出
る
仕
度

山
本

朝
子

べ
っ
た
り
と
膝
に
乗
る
子
の
暑
さ
か
な

岩
田
美
代
子

階
段
が
好
き
な
子
猫
や
今
日
の
秋

松
本
美
智
子

町
ま
で
は
歩
い
て
一
里
流
れ
星

宮
入

つ
る

立
秋
の
渚
に
遠
く
烏い

賊か

を
干
す

岡
田
風
呂
釜

噴
水
の
風
の
ま
に
ま
に
子
等
の
声

伊
藤

公
一

青
柿
や
部
活
ば
な
し
に
た
む
ろ
し
て

千
葉

静
香

す
て
が
た
き
物
の
多
き
や
秋
に
入
る

倉
谷

節
子

流
星
や
願
い
が
多
く
流
れ
け
り

原
野

楽
天

カ
ー
テ
ン
の
色
も
濃
く
な
り
秋
に
入
る

菅
沼

保
幸

秋
立
ち
て
墓
参
に
秘
め
し
二
人
か
な

瀧
井
ど
ん
舟

立
秋
の
風
ず
れ
茄
子
を
も
ぎ
に
け
り

皆
川
志
ん
ご
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